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《 北米産大豆 》 

１９／２０年 世界及び米国大豆生産予測・需給予測 

 米国農務省が１０日発表した今年初めての１９／２０年度の米国大豆生産・需給予測によれ

ば、作付意向面積８，４６０万エーカーをベースに、収穫面積を８，３８０万エーカーと予測

し、さらに平年単収４９．５ブッシェルを当てはめると、生産量は４１億５，０００万ブッシ

ェルとなり、過去３年の数値を下回る減産見通しとなっています。 

需要量予測は、搾油量は強い大豆ミール需要を反映して前年を上回り、輸出も米中貿易摩擦

のあおりで減少した前年から回復見通しとなっています。 

 また、同日発表された世界大豆生産高予測は、前年比１．８％減の３億５，５６６万トンと

なっています。主要国では米国が１億１，２９５万トン、アルゼンチンも５，３００万トンと

前年を下回りますが、ブラジルは１億２，３００万トンと増加見通しにあり、さらに中国やパ

ラグアイでも増加予測となっています。 

世界大豆需給予測は、生産高と需要が相殺される形から、期末在庫は期初在庫と同水準の 

１億１，３０９万トンと予測しています。 

 

１９/２０年産 世界大豆生産・需給予測 

生 産 量 ３億５，５６６万ｔ （対前年比     １.８％減） 

消 費 量 ３億５，５４２万ｔ （対前年比     ２.４％増） 

期末在庫量 １憶１，３０９万ｔ （対前年比     ０.１％減） 

期末在庫率 ３１.８％      （対前年度差 ０.８ポイント減） 

１９/２０年産 米国大豆生産・需給予測 

生 産 量 １億１,２９５万ｔ （対前年比     ８.７％増） 

消 費 量 ６，１０９万ｔ   （対前年比     ０.７％増） 

輸 出 量 ５，３０７万ｔ   （対前年比     ９.９％増） 

期末在庫量 ２，６４１万ｔ   （対前年比     ２.５％減） 

期末在庫率 ２３.１％     （対前年度差 １.７ポイント減） 

 

 

〇１９年産米国大豆作付率３９％、発芽率１９％と大幅な遅れ―米農務省 

 米農務省が３日発表した６月２日現在の米国大豆作付率は、主要１８州平均で３９％（前週

２９％、前年８６％、平年７９％）と平年比で４０ポイントの遅れとなっています。イリノイ、

アイオワ、ミネソタなど主要産地で大幅な遅れが見られてます。 

 同日現在の米国大豆発芽率は、主要１８州平均で１９％（前週１１％、前年６５％、平年 

７９％）と平年比で３７ポイントの遅れとなっており、進捗率がまだ１０％台の州が目立つ結

果となっています。 
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《 国産大豆 》 

〇平成３０年産国産大豆入札情報 

 日本特産農産物協会は平成３０年産大豆の５月の入札結果を発表しました。 

それによると、上場数量３，５８３トンで、落札数量が３，１０６トン、落札率は８６％と

いう結果となりました。平均落札価格は、６０ｋｇ／９，６９６円となり、平成３０年産の入

札が始まって以来、６ヶ月連続の値上がりとなりました。 

 普通大豆の銘柄別では、北海道ユキシズカ小粒は１万９，７４０円、ユキシズカ極小粒は 

１万５，３５２円と前月より値下がりしたものの、依然として高値で落札されています。 

 入札終盤を迎え、落札率は９０％に近く、価格も徐々に上昇しています。６月の上場数量は

３，４００トンが予定されていますが、端境期に向けて落札率は高止まりするのではないでし

ょうか。 

  

     入札月     上場数量     落札数量      落札率              

  １８年 １２月   ２，３３８ｔ     １，０５９ｔ    ４５％  

  １９年  １月   ５，８９７ｔ     ２，９３１ｔ    ５０％ 

  １９年  ２月   ６，２６６ｔ     ３，６２４ｔ    ５８％ 

  １９年  ３月   ５，４３２ｔ     ３，６００ｔ    ６６％ 

１９年  ４月   ５，２６１ｔ     ３，７６８ｔ    ７１％ 

１９年  ５月   ３，５８３ｔ     ３，１０６ｔ    ８６％ 

                                                 

    合 計   ２８，７７７ｔ    １８，０８８ｔ    ６３％ 

 

《 トピックス 》 

〇１９年産カナダ大豆作付１１％減を予想、相場軟調と西部の土壌水分不足で 

 カナダ農務・農産食品省がこのほどまとめた同国の穀物・油糧種子の生産量によると、 

大豆の作付面積は１１％減の２２９万ヘクタールとかなりの減少見通しとなっています。 

 軟調な大豆相場とカナダ西部の土壌乾燥を反映したもので、このため生産量は単収減を合わ

せて１１％減の６５０万トンを見込んでいます。 

 

〇温暖化で大豆の単収に悪影響、年間６０億ドルの被害 

 農研機構はこのほど国立環境研究所、気象庁気象研究所と共同で、大豆や米といった主要穀

物の平均単収に１９８１年からの３０年間で地球温暖化が世界に与えた影響を評価しました。 

それによると、温暖化により大豆の単収は４．５％低下したと推定され、金額換算では年間

６０億ドルに上る損失との見解を示しています。温暖化による穀物生産への被害は現実のもの

となっており、その対応策の開発や普及は急務との見解を示しています。 


